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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 か ら 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 稼 働 す る 複 数 の 演 算 回 路 と 、
　 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 分 岐 し 、 前 記 複 数 の 演 算 回 路 に 出 力 す る 分 配 回 路 と 、
　 前 記 複 数 の 演 算 回 路 の 出 力 を 比 較 し 、 エ ラ ー を 検 出 す る 検 出 回 路 と 、 を 備 え 、
　 少 な く と も 一 つ の 前 記 演 算 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 を 検  
出 可 能 な ク ロ ッ ク 信 号 に 変 換 す る 、 少 な く と も 一 つ の 変 換 回 路 を 介 し て 前 記 分 配 回 路 と 接  
続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 演 算 回 路 の 各 々 は 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 変 換 回 路 を 介 し て 前 記 分 配 回 路 と  
接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 演 算 回 路 は 、 第 １ 演 算 回 路 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 演 算 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 分 周 す る 、 一 つ の 前 記 変 換 回 路 と 接  
続 し 、
　 前 記 第 １ 演 算 回 路 以 外 の 他 の 前 記 演 算 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 分 周 し 、 遅  
延 を 発 生 さ せ る 、 一 つ の 前 記 変 換 回 路 と 接 続 し 、

請求項の数　9　（全9頁）
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　 前 記 複 数 の 演 算 回 路 の 各 々 が 接 続 す る 前 記 変 換 回 路 の 分 周 比 は 異 な り 、
　 前 記 第 １ 演 算 回 路 以 外 の 他 の 前 記 演 算 回 路 に 接 続 す る 前 記 変 換 回 路 の 遅 延 サ イ ク ル は 異  
な る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 演 算 回 路 の 各 々 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 分 周 す る 、 一 つ の 第 １ 変 換  
回 路 及 び 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 逓 倍 す る 、 一 つ の 第 ２ 変 換 回 路 と 接 続 し 、
　 前 記 複 数 の 演 算 回 路 の 各 々 が 接 続 す る 前 記 第 １ 変 換 回 路 の 分 周 比 は 異 な り 、
　 前 記 複 数 の 演 算 回 路 の 各 々 が 接 続 す る 前 記 第 ２ 変 換 回 路 の 逓 倍 率 は 異 な る こ と を 特 徴 と  
す る 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 変 換 回 路 は 、 位 相 同 期 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 処 理 装 置 が 実 行 す る エ ラ ー 検 出 方 法 で あ っ て 、
  前 記 処 理 装 置 は 、 複 数 の 演 算 回 路 を 有 し 、
　 前 記 エ ラ ー 検 出 方 法 は 、
　 前 記 処 理 装 置 が 、 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 か ら 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 を 分 岐 す る 第 １ の ス テ  
ッ プ と 、
　 前 記 処 理 装 置 が 、 分 岐 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号  
の 異 常 を 検 出 可 能 な ク ロ ッ ク 信 号 に 変 換 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 処 理 装 置 が 、 分 岐 さ れ た 複 数 の 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 各 々 を 前 記 複 数 の 演 算 回 路 に 供  
給 し 、 並 列 で 演 算 を 実 行 さ せ る 第 ３ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 処 理 装 置 が 、 並 列 実 行 さ れ た 前 記 演 算 の 実 行 結 果 を 比 較 し 、 エ ラ ー を 検 出 す る 第 ４  
の ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ ラ ー 検 出 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の エ ラ ー 検 出 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ は 、 前 記 処 理 装 置 が 、 分 岐 さ れ た 一 つ の 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て  
位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ ラ ー 検 出 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の エ ラ ー 検 出 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ は 、 前 記 処 理 装 置 が 、 分 岐 さ れ た 各 々 の 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て  
位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含 み 、
　 分 岐 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て 実 行 さ れ る 位 相 同 期 処 理 は 、 遅  
延 処 理 を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ ラ ー 検 出 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の エ ラ ー 検 出 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の ス テ ッ プ は 、 前 記 処 理 装 置 が 、 分 岐 さ れ た 各 々 の 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て  
位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含 み 、
　 分 岐 さ れ た 各 々 の 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て 実 行 さ れ る 位 相 同 期 処 理 は 、 分 周 及 び 逓 倍  
を 含 む こ と を 特 徴 と す る エ ラ ー 検 出 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 重 化 さ れ た 演 算 ユ ニ ッ ト を 備 え 、 各 演 算 ユ ニ ッ ト の 演 算 結 果 を 比 較 す る こ  
と に よ っ て エ ラ ー を 検 出 す る 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 信 頼 性 及 び 安 全 性 等 の 観 点 か ら 、 演 算 ユ ニ ッ ト が 多 重 化 さ れ た 処 理 装 置 が 知 ら れ て い る  
。 演 算 ユ ニ ッ ト は 、 外 部 の ク ロ ッ ク 発 生 回 路 よ り 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に し た が っ て 稼  
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働 す る 。 多 重 化 さ れ た 演 算 ユ ニ ッ ト に 正 常 な ク ロ ッ ク 信 号 を 供 給 す る 技 術 と し て 、 特 許 文  
献 １ に 記 載 の 技 術 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 「 複 数 の 発 振 器 1 - 1 ～ 1 - N の ク ロ ッ ク 信 号 源 を 分 周 器 2 2 - 1 ～ 2 2 - N で 分  
周 し 、 カ ウ ン タ 2 4 - 1 ～ 2 4 - N の カ ウ ン ト 値 を 比 較 器 2 5 - 1 ～ 2 5 - N で 相 互 比 較 し そ の 結 果 に  
よ り 正 常 な ク ロ ッ ク 信 号 を 選 択 送 出 す る 。 ク ロ ッ ク 信 号 の 比 較 は 比 較 タ イ ミ ン グ 制 御 部 2 1  
の 制 御 の 下 に 所 定 の 期 間 で 自 動 的 に 行 え る と と も に Ｒ ／ Ｗ 制 御 部 2 6 に よ り 、 外 部 か ら の コ  
マ ン ド で カ ウ ン ト 値 を 読 み 出 す こ と に よ り 任 意 の 周 期 で も 比 較 が 行 え 、 そ の 結 果 を セ レ ク  
タ 制 御 部 2 7 に よ る セ レ ク タ 2 8 の 制 御 に 反 映 で き る 。 」 こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 平 １ ０ － ２ ０ ９ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ 等 の 従 来 技 術 を 用 い て も ク ロ ッ ク 信 号 に 異 常 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の  
場 合 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る エ ラ ー が 発 生 す る が 、 従 来 技 術 で は 、 こ の エ ラ ー を  
検 出 す る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る エ ラ ー を 検 出 で き る 処 理 装 置 を 実 現 す る こ と  
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の 代 表 的 な 一 例 を 示 せ ば 以 下 の 通 り で あ る 。 す な わ ち 、 処  
理 装 置 で あ っ て 、 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 か ら 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 稼 働 す る 複 数  
の 演 算 回 路 と 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 分 岐 し 、 前 記 複 数 の 演 算 回 路 に 出 力 す る 分 配 回 路 と 、  
前 記 第 １ 演 算 回 路 及 び 前 記 第 ２ 演 算 回 路 の 出 力 を 比 較 し 、 エ ラ ー を 検 出 す る 検 出 回 路 と 、  
を 備 え 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 演 算 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 に 異 常 が 発 生 し て い る 場 合  
、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 を 検 出 可 能 な ク ロ ッ ク 信 号 に 変 換 す る 、  
少 な く と も 一 つ の 変 換 回 路 を 介 し て 前 記 分 配 回 路 と 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 処 理 装 置 は 、 シ ン プ ル な 回 路 構 成 で 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る  
エ ラ ー を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 処 理 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ の 処 理 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ３ の 処 理 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 は 以 下 に 示 す 実 施 の  
形 態 の 記 載 内 容 に 限 定 し て 解 釈 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 思 想 な い し 趣 旨 か ら 逸 脱 し  
な い 範 囲 で 、 そ の 具 体 的 構 成 を 変 更 し 得 る こ と は 当 業 者 で あ れ ば 容 易 に 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 説 明 す る 発 明 の 構 成 に お い て 、 同 一 又 は 類 似 す る 構 成 又 は 機 能 に は 同 一 の 符 号 を  
付 し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 明 細 書 等 に お け る 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 、 「 第 ３ 」 等 の 表 記 は 、 構 成 要 素 を 識 別 す る た  
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め に 付 す る も の で あ り 、 必 ず し も 、 数 又 は 順 序 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 面 等 に お い て 示 す 各 構 成 の 位 置 、 大 き さ 、 形 状 、 及 び 範 囲 等 は 、 発 明 の 理 解 を 容 易 に  
す る た め 、 実 際 の 位 置 、 大 き さ 、 形 状 、 及 び 範 囲 等 を 表 し て い な い 場 合 が あ る 。 し た が っ  
て 、 本 発 明 で は 、 図 面 等 に 開 示 さ れ た 位 置 、 大 き さ 、 形 状 、 及 び 範 囲 等 に 限 定 さ れ な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 実 施 例 １ の 処 理 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 処 理 装 置 １ ０ ０ は 、 二 つ の 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ 、 比 較 回 路 １ ２ ０ 、 及 び 位 相 同 期 回  
路 （ Ｐ Ｌ Ｌ ） １ ３ ０ を 備 え る 。 処 理 装 置 １ ０ ０ に は ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら ク ロ ッ ク  
信 号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 演 算 を 実 行 す る 回 路 で あ る 。 演 算  
回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ は 、 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ ｌ   Ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｎ ｇ   Ｕ ｎ ｉ  
ｔ ） 及 び Ｆ Ｐ Ｇ Ａ （ Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ   Ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｍ ｍ ａ ｂ ｌ ｅ   Ｇ ａ ｔ ｅ   Ａ ｒ ｒ ａ ｙ ） 等 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 比 較 回 路 １ ２ ０ は 、 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ の 演 算 結 果 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 基 づ い て  
演 算 結 果 又 は エ ラ ー 信 号 を 出 力 す る 。 具 体 的 に は 、 二 つ の 演 算 結 果 に 差 が な い 場 合 、 比 較  
回 路 １ ２ ０ は 演 算 結 果 を 出 力 し 、 二 つ の 演 算 結 果 が 異 な る 場 合 、 比 較 回 路 １ ２ ０ は エ ラ ー  
信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｐ Ｌ Ｌ １ ３ ０ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 対 し て 位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る 。 Ｐ Ｌ Ｌ １ ３ ０ は 、 ク  
ロ ッ ク 信 号 に 異 常 が 発 生 し て い る 場 合 、 ク ロ ッ ク 信 号 を 、 当 該 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 を 検 出  
可 能 な ク ロ ッ ク 信 号 に 変 換 す る 変 換 回 路 と し て 機 能 す る 。 実 施 例 １ の Ｐ Ｌ Ｌ １ ３ ０ は 分 周  
及 び 逓 倍 を 行 わ ず 、 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 と 同 じ 周 波 数 の ク ロ ッ ク 信 号 を 出 力  
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 は 、 ま ず 、 図 示 し な い 分 配 回 路 に  
よ っ て 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 及 び 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 に 分 岐 さ れ る 。 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 演  
算 回 路 １ １ ０ に 入 力 さ れ る 。 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ３ ０ 及 び 演 算 回 路 １ １ １ の 順  
に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 に ノ イ ズ 等 の 異 常 が 発 生 し て い る  
場 合 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ３ ０ が 実 行 す る 位 相 同 期 処 理 に よ っ て ノ イ ズ 等 が 除 去 さ れ 、 ま た 、 ク ロ ッ  
ク 信 号 に 現 れ る 異 常 を 示 す 波 形 の 周 期 性 が 変 化 す る 。 し た が っ て 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 及 び  
Ｐ Ｌ Ｌ １ ３ ０ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に は 差 が 現 れ 、 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ の 演 算  
結 果 に も 差 が 現 れ る 。 こ れ に よ っ て 、 比 較 回 路 １ ２ ０ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る  
エ ラ ー を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １ に よ れ ば 、 シ ン プ ル な 回 路 構 成 で 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 し た エ ラ ー を 検  
出 可 能 な 処 理 装 置 １ ０ ０ を 実 現 で き る 。 シ ン プ ル な 回 路 構 成 で あ る た め 、 処 理 装 置 １ ０ ０  
の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き 、 ま た 、 回 路 の 増 加 に よ る 処 理 装 置 １ ０ ０ の 故 障 確 率 の  
増 大 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 処 理 装 置 １ ０ ０ が Ｃ Ｐ Ｕ 及 び Ｆ Ｐ Ｇ Ａ 等 で あ る 場 合 も 同 様 の 構 成 で エ ラ ー を 検 出  
す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 演 算 回 路 は 演 算 コ ア と な る 。 ま た 、 処 理 装 置 １ ０ ０ は 演 算  
回 路 を 搭 載 す る 二 つ の 基 盤 か ら 構 成 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 な お 、 Ｐ Ｌ Ｌ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 異 常 が 発 生 し て い る 場 合 に 、  
ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 を 検 出 可 能 な 信 号 に 変 換 す る 機 能 を 実 現 で き る 回 路 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 １ で は 、 Ｄ Ｍ Ｒ （ Ｄ ｕ ａ ｌ   Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｒ   Ｒ ｅ ｄ ｕ ｎ ｄ ａ ｎ ｃ ｙ ） シ ス テ ム を  
一 例 と し て 説 明 し た が 、 Ｔ Ｍ Ｒ （ Ｔ ｒ ｉ ｐ ｌ ｅ   Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｒ   Ｒ ｅ ｄ ｕ ｎ ｄ ａ ｎ ｃ ｙ ）  
シ ス テ ム で も 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。 Ｔ Ｍ Ｒ シ ス テ ム の 場 合 、 比 較 回 路 １ ２ ０ は 多 数 決 回 路  
と な る 。 ま た 、 分 岐 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の う ち 二 つ の ク ロ ッ ク 信 号 が Ｐ Ｌ Ｌ に 入 力 さ れ る  
。 各 Ｐ Ｌ Ｌ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 を 用 い た 演 算 結 果 が 同 一 で あ り 、 か つ 、 分 岐 さ れ  
た ク ロ ッ ク 信 号 を 用 い た 演 算 結 果 が 異 な る 場 合 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る エ ラ ー と  
し て 検 出 さ れ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 実 施 例 ２ の 処 理 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 処 理 装 置 １ ０ ０ は 、 二 つ の 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ 、 比 較 回 路 １ ２ ０ 、 及 び 二 つ の Ｐ Ｌ  
Ｌ １ ４ ０ 、 １ ４ １ を 備 え る 。 処 理 装 置 １ ０ ０ に は ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら ク ロ ッ ク 信  
号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｐ Ｌ Ｌ １ ４ ０ は 、 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を １ ／ Ｎ に 変 換 す る 処 理 （ 分 周 ） を  
含 む 位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る 。 Ｐ Ｌ Ｌ １ ４ １ は 、 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を １ ／  
Ｎ に 変 換 す る 処 理 （ 分 周 ） と 、 Ｍ サ イ ク ル の 遅 延 を 発 生 さ せ る 処 理 と を 含 む 位 相 同 期 処 理  
を 実 行 す る 。 こ こ で 、 Ｎ 及 び Ｍ は １ 以 上 の 整 数 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 は 、 ま ず 、 図 示 し な い 分 配 回 路 に  
よ っ て 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 及 び 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 に 分 岐 さ れ る 。 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 Ｐ  
Ｌ Ｌ １ ４ ０ 及 び 演 算 回 路 １ １ ０ の 順 に 入 力 さ れ る 。 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ４ １ 及  
び 演 算 回 路 １ １ １ の 順 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 に ノ イ ズ 等 の 異 常 が 発 生 し て い る  
場 合 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ４ ０ 、 １ ４ １ が 実 行 す る 位 相 同 期 処 理 に よ っ て ノ イ ズ 等 が 除 去 さ れ る 。 ま  
た 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ４ １ に お け る 遅 延 に よ っ て 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 現 れ る 異 常 を 示 す 波 形 の 周 期 性  
が 変 化 す る 。 し た が っ て 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ４ ０ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 及 び Ｐ Ｌ Ｌ １ ４ １ か  
ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に は 差 が 現 れ 、 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ の 演 算 結 果 に も 差 が 現  
れ る 。 こ れ に よ っ て 、 比 較 回 路 １ ２ ０ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る エ ラ ー を 検 出 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 実 施 例 ２ の 処 理 装 置 １ ０ ０ も 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 Ｐ Ｌ Ｌ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 異 常 が 発 生 し て い る 場 合 に 、  
ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 を 検 出 可 能 な 信 号 に 変 換 す る 機 能 を 実 現 で き る 回 路 で あ れ ば よ い 。 例  
え ば 、 カ ウ ン タ 等 で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 ２ で は 、 Ｄ Ｍ Ｒ （ Ｄ ｕ ａ ｌ   Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｒ   Ｒ ｅ ｄ ｕ ｎ ｄ ａ ｎ ｃ ｙ ） シ ス テ ム を  
一 例 と し て 説 明 し た が 、 Ｔ Ｍ Ｒ （ Ｔ ｒ ｉ ｐ ｌ ｅ   Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｒ   Ｒ ｅ ｄ ｕ ｎ ｄ ａ ｎ ｃ ｙ ）  
シ ス テ ム で も 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。 Ｔ Ｍ Ｒ シ ス テ ム の 場 合 、 比 較 回 路 １ ２ ０ は 多 数 決 回 路  
と な る 。 ま た 、 分 岐 さ れ た 各 ク ロ ッ ク 信 号 の 各 々 は 分 周 比 が 異 な る Ｐ Ｌ Ｌ に 入 力 さ れ る 。  
ま た 、 二 つ の Ｐ Ｌ Ｌ で は 異 な る サ イ ク ル で 遅 延 を 発 生 さ せ る 。 全 て の 演 算 結 果 が 異 な る 場  
合 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る エ ラ ー と し て 検 出 さ れ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 図 ３ は 、 実 施 例 ３ の 処 理 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 処 理 装 置 １ ０ ０ は 、 二 つ の 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ 、 比 較 回 路 １ ２ ０ 、 及 び 四 つ の Ｐ Ｌ  
Ｌ １ ５ ０ 、 １ ５ １ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ３ を 備 え る 。 処 理 装 置 １ ０ ０ に は 、 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２  
０ ０ か ら ク ロ ッ ク 信 号 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ０ は 、 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を Ｍ 倍 に 変 換 す る 処 理 （ 逓 倍 ） を 含  
む 位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る 。 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ １ は 、 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を １ ／ Ｍ  
に 変 換 す る 処 理 （ 分 周 ） を 含 む 位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る 。 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ２ は 、 入 力 さ れ た ク  
ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を Ｎ 倍 に 変 換 す る 処 理 （ 逓 倍 ） を 含 む 位 相 同 期 処 理 を 実 行 す る 。 Ｐ Ｌ  
Ｌ １ ５ ３ は 、 入 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を １ ／ Ｎ に 変 換 す る 処 理 （ 分 周 ） を 含 む 位  
相 同 期 処 理 を 実 行 す る 。 こ こ で 、 Ｎ 及 び Ｍ は １ 以 上 の 整 数 で あ る 。 ま た 、 Ｎ 及 び Ｍ は 異 な  
る 値 で あ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 は 、 ま ず 、 図 示 し な い 分 配 回 路 に  
よ っ て 、 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 及 び 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 に 分 岐 さ れ る 。 第 １ ク ロ ッ ク 信 号 は 、 Ｐ  
Ｌ Ｌ １ ５ ０ 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ １ 、 及 び 演 算 回 路 １ １ ０ の 順 に 入 力 さ れ る 。 第 ２ ク ロ ッ ク 信 号 は  
、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ２ 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ２ 、 及 び 演 算 回 路 １ １ １ の 順 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 ２ ０ ０ か ら 供 給 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 に ノ イ ズ 等 の 異 常 が 発 生 し て い る  
場 合 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ０ 、 １ ５ １ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ３ が 実 行 す る 位 相 同 期 処 理 に よ っ て ノ イ ズ 等  
が 除 去 さ れ る 。 ま た 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ０ 、 １ ５ １ 及 び Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ２ 、 １ ５ ３ に よ っ て 実 行 さ れ  
る 位 相 同 期 処 理 に お け る 内 部 処 理 に は 違 い が あ る た め 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ １ か ら 出 力 さ れ る ク ロ  
ッ ク 信 号 及 び Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ３ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 は 、 見 か け 上 は 同 じ ク ロ ッ ク 信 号  
で あ る が 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 現 れ る 異 常 を 示 す 波 形 の 周 期 性 が 変 化 す る 。 し た が っ て 、 Ｐ Ｌ  
Ｌ １ ５ １ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 及 び Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ ３ か ら 出 力 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に は  
差 が 現 れ 、 演 算 回 路 １ １ ０ 、 １ １ １ の 演 算 結 果 に も 差 が 現 れ る 。 こ れ に よ っ て 、 比 較 回 路  
１ ２ ０ は 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る エ ラ ー を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 実 施 例 ３ の 処 理 装 置 １ ０ ０ も 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 Ｐ Ｌ Ｌ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 異 常 が 発 生 し て い る 場 合 に 、  
ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 を 検 出 可 能 な 信 号 に 変 換 す る 機 能 を 実 現 で き る 回 路 で あ れ ば よ い 。 例  
え ば 、 Ｐ Ｌ Ｌ １ ５ １ 、 １ ５ ３ は カ ウ ン タ 等 で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 実 施 例 ３ で は 、 Ｄ Ｍ Ｒ （ Ｄ ｕ ａ ｌ   Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｒ   Ｒ ｅ ｄ ｕ ｎ ｄ ａ ｎ ｃ ｙ ） シ ス テ ム を  
一 例 と し て 説 明 し た が 、 Ｔ Ｍ Ｒ （ Ｔ ｒ ｉ ｐ ｌ ｅ   Ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｒ   Ｒ ｅ ｄ ｕ ｎ ｄ ａ ｎ ｃ ｙ ）  
シ ス テ ム で も 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。 Ｔ Ｍ Ｒ シ ス テ ム の 場 合 、 比 較 回 路 １ ２ ０ は 多 数 決 回 路  
と な る 。 ま た 、 分 岐 さ れ た 各 ク ロ ッ ク 信 号 の 各 々 は 逓 倍 率 が 異 な る Ｐ Ｌ Ｌ 及 び 分 周 比 が 異  
な る Ｐ Ｌ Ｌ に 入 力 さ れ る 。 全 て の 演 算 結 果 が 異 な る 場 合 、 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 に 起 因 す る  
エ ラ ー と し て 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 以 外 の 発 明 の 観 点 の 代 表 的 な も の と し て 、 次 の も の が あ げ ら れ る 。
（ １ ） 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 か ら 供 給 さ れ る ク ロ ッ ク 信 号 に 基 づ い て 稼 働 す る 第 １ 演 算 回 路 及 び 第  
２ 演 算 回 路 と 、
　 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 分 岐 し 、 前 記 第 １ 演 算 回 路 及 び 前 記 第 ２ 演 算 回 路 に 出 力 す る 分 配 回  
路 と 、
　 前 記 第 １ 演 算 回 路 及 び 前 記 第 ２ 演 算 回 路 の 出 力 を 比 較 し 、 エ ラ ー を 検 出 す る 比 較 回 路 と  
、 を 備 え 、
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　 前 記 分 配 回 路 及 び 前 記 第 １ 演 算 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 に 異 常 が 発 生 し て い る 場 合 、  
前 記 ク ロ ッ ク 信 号 を 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 異 常 を 検 出 可 能 な ク ロ ッ ク 信 号 に 変 換 す る 、 少  
な く と も 一 つ の 変 換 回 路 を 介 し て 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
（ ２ ） （ １ ） に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 分 配 回 路 及 び 前 記 第 ２ 演 算 回 路 は 、 少 な く と も 一 つ の 前 記 変 換 回 路 を 介 し て 接 続 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
（ ３ ） （ ２ ） に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 分 配 回 路 及 び 前 記 第 １ 演 算 回 路 を 接 続 す る 少 な く と も 一 つ の 前 記 変 換 回 路 は 、 第 １  
変 換 回 路 を 含 み 、
　 前 記 分 配 回 路 及 び 前 記 第 ２ 演 算 回 路 を 接 続 す る 少 な く と も 一 つ の 前 記 変 換 回 路 は 、 第 ２  
変 換 回 路 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 変 換 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 第 １ 整 数 分 の １ に 変 換 し 、
　 前 記 第 ２ 変 換 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 前 記 第 １ 整 数 分 の １ に 変 換 し 、 第 ２  
整 数 サ イ ク ル の 遅 延 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
（ ４ ） （ ２ ） に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 分 配 回 路 及 び 前 記 第 １ 演 算 回 路 を 接 続 す る 少 な く と も 一 つ の 前 記 変 換 回 路 は 、 第 １  
変 換 回 路 及 び 第 ２ 変 換 回 路 を 含 み 、
　 前 記 分 配 回 路 及 び 前 記 第 ２ 演 算 回 路 を 接 続 す る 少 な く と も 一 つ の 前 記 変 換 回 路 は 、 第 ３  
変 換 回 路 及 び 第 ４ 変 換 回 路 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 変 換 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 第 １ 整 数 倍 に 変 換 し て 、 前 記 第 ２ 変  
換 回 路 に 出 力 し 、
　 前 記 第 ２ 変 換 回 路 は 、 前 記 第 １ 変 換 回 路 か ら 出 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 前 記 第  
１ 整 数 分 の １ に 変 換 し て 、 前 記 第 １ 演 算 回 路 に 出 力 し 、
　 前 記 第 ３ 変 換 回 路 は 、 前 記 ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 第 ２ 整 数 倍 に 変 換 し て 、 前 記 第 ４ 変  
換 回 路 に 出 力 し 、
　 前 記 第 ４ 変 換 回 路 は 、 前 記 第 ３ 変 換 回 路 か ら 出 力 さ れ た ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 を 前 記 第  
２ 整 数 分 の １ に 変 換 し て 、 前 記 第 ２ 演 算 回 路 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
（ ５ ） （ １ ） か ら （ ４ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 変 換 回 路 は 、 位 相 同 期 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 様 々 な 変 形 例 が 含 ま れ る 。  
ま た 、 上 記 し た 実 施 例 は 本 発 明 を 分 か り や す く 説 明 す る た め に 詳 細 に 説 明 し た も の で あ り  
、 必 ず し も 説 明 し た 全 て の 構 成 を 備 え る も の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 あ る 実 施  
例 の 構 成 の 一 部 を 他 の 実 施 例 の 構 成 に 置 き 換 え る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 あ る 実 施 例 の  
構 成 に 他 の 実 施 例 の 構 成 を 加 え る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 各 実 施 例 の 構 成 の 一 部 に つ い  
て 、 他 の 構 成 の 追 加 、 削 除 、 置 換 を す る こ と が 可 能 で あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】



10

JP 7622202 B2 2025.1.27(9)

フロントページの続き

神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目３番３号  株式会社日立情報通信エンジニアリング内
(72)発明者　 溝添  博樹

神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目３番３号  株式会社日立情報通信エンジニアリング内
審査官　 松浦  かおり

(56)参考文献 特開平０８－１６３１１０（ＪＰ，Ａ）
特開２００６－２８７７３６（ＪＰ，Ａ）
特開２００１－３１３５４７（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－０３３３２５（ＪＰ，Ａ）
特開平０９－２９２９２８（ＪＰ，Ａ）
特開平１０－０２０９６１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｇ０６Ｆ      １／０４－  １／１４
Ｈ０３Ｋ    ２１／００－２１／４０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

